



About a relation between two letters ‘AB’ ancient Chinese lacked 
in the present-day Japan language and two letters ‘BA’ ancient 







































































 『大漢和』5で立項がある 275 語のうち、出典の記述があるのは 194 語である。その
用例が古代中国の文献によるのは 173 語ある。具体例は以下のとおりである。この 173
語は古代中国語として使用されていたことがわかる。 
  慰安 畏敬 位牌 慰撫 鬱積 鬱蒼 運漕 詠歌 艶美 応接 応報 屋外 
外見 戒告 改修 解離 家老 官軍 眼孔 管掌 姦通 感電 感銘 義侠 
貴顕 気骨 期日 忌避 恭謙 恐惶 形相 強要 炬火 去来 金泥 勲功 
君国 軽減 径路 決潰 検屍 攻囲 高音 購求 工費 紅粉 後日 誤謬 
困窮 才人 詐欺 坐乗 酸鼻 山房 歯牙 市街 止観 式台 嗣子 詩情 
施設 指弾 失錯 実子 娑婆 重厚 習熟 従順 充填 首魁 守株 手抄 
呪詛 主賓 峻厳 上皇 賞賛 常時 食膳 進上 心労 水魚 水生 水滴 
水肥 寸分 静粛 清澄 性癖 生面 石火 絶叫 窃盗 鮮魚 戦死 前史 
前車 先占 層雲 躁急 装着 送呈 俗悪 俗塵 属僚 台下 貸借 脱出 
談笑 知得 着衣 駐留 泥水 点景 点検 電閃 点茶 天頂 天変 道念 
灯明 読誦 得心 徒党 難解 難詰 難問 年長 煤煙 廃残 売買 伐採 
反逆 藩屏 病臥 比倫 賓礼 風眼 巫女 武神 紛糾 文語 別辞 別派 
片影 放下 謀計 抱擁 放流 母后 凡下 名聞 面会 猛威 薬湯 野草 
誘引 容儀 羊頭 抑圧 落着 乱雑 藍碧 離叛 流入 了知 塁壁 流人 
暦日 老衰 蠟石 論策 和人 
3.1.2 Ⅱ−Ⅰ『大漢和』の用例が日本の文献に拠る「BA」について  




4中国社会科学院語言研究所詞典編輯室編（2012）《現代漢語詞典》第 6 版,商務印書館 
5 『大漢和辞典 修訂第二版』2000 年、大修館書店。 
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【表 1 『大漢和』に日本の出典が示されている語の初出】 





元三 『和漢三才図會』（1712） 行啓 『和漢三才図會』（1712） 
















 『大漢和』に出典の記述がある 194 語のうち、中国の文献と日本の文献ともに典拠
のある語は以下の 13 例である。中国の文献の初出が早いことから、中国から日本に流
入された語であると考えられる。 




 『大漢和』で立項がある 275 語のうち、意味のみ記述され出典の記述がない語は 81
例あった。この 81 例を『日国』6で調べたところ、81 例すべてが『日国』での見出し語









用例 『日国』出典 用例 『日国』出典 
楼門 『西大寺資財流記帳』（780） 仮作 『斯氏教育論』（尺振八訳・1880） 
制限 『延喜式』（927） 騾馬 『五国対照兵語字書』（西周・1881）
堰堤 『明衡往来』（11C 中か） 序詞 『改訂増補哲学字彙』（1884） 
路頭 『明衡往来』（11C 中か） 照合 『銀行小言』（富田鉄之助・1885） 












従僕 『正法眼藏』（1231-53） 教科 『東京日日新聞』（1888） 
胎内 『平家』（13C 前） 証票 『沖縄県酒類出港税則』（1888） 





仮病 『仮名草子・知恵鑑』（1660） 劇評 『御手元拝見』（1892） 





打撲 『養成訓』（1713） 買収 
『報知新聞』（1905） 
『大策士』（福地桜痴・1897） 




変災 『談義本・教訓雑長持』（1752） 露呈 『思出の記』（徳富蘆花・1900-01）
瘡毒 『俳諧・柳多留』（1765） 発刊 『一年有半』（中江兆民・1901） 
盤台 『咄本・譚嚢』（1777） 結審 『良人の自白』（木下尚江・1904-06）
雑駁 『唐詩選国字解』（1791） 押収 『火の柱』（木下尚江・1904） 





液汁 『遁花秘訣』（1820） 害毒 『二百十日』（夏目漱石・1906） 
爽涼 『江戸繁昌記』（1832-36） 式服 『忠直卿行状記』（菊池寛・1918） 





光背 『随筆・筱舎漫筆』（1841 頃か） 工船 『蟹工船』（1929） 
運航 『古来十組仕法控』（1841） 地異 『萱草に寄す』（立原道造・1937） 
砂鉄 『重訂本草綱目啓蒙』（1847） 時報 『作戦要務令』（1939） 
証印 『西洋事情』（福沢諭吉・1866-70） 佐官 
『令義解』（718） 
『風俗画報』（1893） 
短縮 『慶応再版英和対訳辞書』（1867） 下名 
『古今著聞集』（1254） 
『当世書生気質』（坪内逍遥・1885-86）
虹彩 『医語類聚』（奥山虎章・1872） 暗黒 
『碧山日録』（1460） 
『日本外史』（1827） 











実務 『寄笑新聞』（梅亭金鵞・1875） 障壁 
『日本外史』（１８２７） 
『思出の記』（徳富蘆花・1900-01）




























たところ、『日国』ではその初出例が日本の文献による例が 77 語あり、77 語中 11 語が
近世以前の文献が初出となり、19 語が近世の文献が初出となっている。明治以降の文



















































 また、この 4 語を中国語のコーパスと日本語のコーパスで調査し、調査結果を以下の
【表 3】に示す。 
 
【表 3 日中両言語のコーパスによる結果】 
コーパス   用例 献呈 凍上 年余 文範 
日本語歴史コーパス ☓ ☓ ☓ ◯ 
BCCWJ ◯ ◯ ◯ ◯ 
古代中国語語料庫 ◯ ☓ ◯ ☓ 













  岩城之徳氏によってごく最近この献呈本が発見された 
石川節子 沢地久枝『石川節子』（1981）講談社 
  既有清歌妙舞，何不献呈。（『全宋詞』・宋） 
  （素敵な曲と舞踊があったら、それを披露すれば） 
 
 「現代漢語語料庫」では 2 例が検索され、以下の用例のように「恭しく差し上げる」
という意味で使用されている。 
 









 「凍上」は BCCWJ のみで検索され、検索数が 23 例であり、「地中の水分が凍って，地
面が持ち上げられる現象」という意味で使用されており、うち 1 例を以下に示す。 
 
  六十一年度は建設投資の推進を柱とする内需拡大策に加えて道路の凍上災害復旧 
 事業が増大したことによりアスファルトが前年度比 9.2％増。 
建設省『建設白書』（1987）大蔵省印刷局 
 





  したがって，BCG 接種後年余を経てツ反応検査（Ｔ１）を行うと弱い反応を示す者 
  が多い。 
青木正和『日常診療・業務に役立つ結核病学』（2002）克誠堂出版  
  自然治癒はまれで，適切な治癒がなされなければ年余にわたり持続し進行する。 
杉浦丹『皮膚科エキスパートナーシング』（2002）南江堂 







  郡人趙穎，官至楽陵太守，年余八十。（『北史』・魏晋六朝） 
  （郡内の趙穎は、楽陵太守（職名）まで昇進し、年齢は八十以上ある。） 
 
 「現代漢語語料庫」では 3 例が検索され、3 例とも「一年あまり」という意味で使用




  （私は 1 年以上家に帰っておらず、家族の状況は再び変わった。新しい家が建てら
れ、子供たちも大きくなり、三番目の娘も 5 歳になった。） 
《蔡廷锴自伝》蔡廷锴（1985）黑龙江人民出版社 
 




範の民部卿の、播磨守にて…                『大鏡』（1100） 
 




















 『大漢和』の見出し語として立項されていない「BA」は 64 語あった。この 64 語につ
いて、『日国』で調査をした結果、『日国』での見出し語として立項されているのは 62
語であり、立項されていないのは 2 語であった。 
3.3.1 『日国』の用例が日本の文献に拠る「BA」について 
 『日国』の見出しとして立項されている 62 語の出典を確認してみると、46 語の出典
が示され、46 語の用例がすべて日本の文献に典拠しており、以下の【表 4】にまとめた。 
 
【表 4 『日国』で確認ができた語の初出】 
用例 日国での出典 用例 日国での出典 
経伝 『本朝麗藻』（1010 か） 頭韻 『俚諺論』（大西祝・1897） 




体得 『正法眼藏』（1231-53） 精糖 『社会百面相』（内田魯庵・1902） 
同相 『華厳法界義鏡』（1295） 選評 『病牀六尺』（正岡子規・1902） 
芸風 『花鏡』（1424） 凶行 『火の柱』（木下直江・1904） 
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干天 『中華若木詩抄』（1520 頃） 露悪 『三四郎』（夏目漱石・1908） 
緩徐 『浮世草子・人倫糸屑』（1688） 地隙 『銃後』（櫻井忠温・1913） 
秀作 『北枝宛芭蕉書簡』（1690） 削剥 『英和和英地学字彙』（宮沢賢治・1924）














































 【表 4】の出典の年代からわかるように、46 語中 7 語が近世以前の文献が初出となり、












 また、意味のみが記述され、出典が挙げられていない語として以下の 16 語が挙げら
れる。 
  外編 急告 強豪 検体 航続 情動 士爵 視診 写譜 植栽 水禍 精鋼 
帯磁 中震 展延 冷製 
























ーパスでこの 2 語について調査した。 
 「受忍」は「現代漢語語料庫」で検索されず、「古代漢語語料庫」で以下の 1 例が検
索され、「耐え忍ぶ」という意味で使用されていたことがわかる。 
 



















  随着船身的跳弾，各种什物都在活動。 
  （船が上下に揺れることにつれて、色々なものが動いている。） 
《渤海漁歌》単学鵬（1975）人民文学出版社 
 




















るものが 131 語であることがわかる。この 131 語が和製漢語であるかどうかを確認する
ため、更に《大詞典》7を使用し、調査する。 
 調査した結果、131 語中 38 語が《大詞典》での立項があり、うち「機長」の 1 語が




【表 5 『日国』と《大詞典》の初出の比較】 




干天 『中華若木詩抄』（1520 頃） 『水経注・溱水』（郦道元・北魏） 
頑冥 『山酔人経倫問答』（中江兆民・1887） 『復友生論文書』（陸亀蒙・唐） 
凶行 『火の柱』（木下直江・1904） 『貞観政要・納諫』（呉兢・唐） 












虹彩 『医語類聚』（奥山虎章・1872） 『珠貝』（艾青・1910-1996） 
皇女 『今昔』（1120 頃か）  『皇太子東面議』（邢邵・北斉） 




雑駁 『唐詩選国字解』（1791） 『清波別志』（周燿・宋） 
砂鉄 『重訂本草綱目啓蒙』（1847） 『天工開物・五金』（宋応星・明） 
実務 『寄笑新聞』（梅亭金鵞・1875） 『財用策上』（秦観・宋） 













打撲 『養成訓』（1713） 『百喩経・説人喜瞋喩』 
『守城碌』（陳規・宋） 


















病弊 『国語のため』（上田万年・1895） 『山洪』（呉組缃・1946） 








霊水 『神道集』（1358 頃） 『再游径山』（蘇氏・宋） 






































































































べた。その結果、339 語のうち、『大漢和』の見出し語として確認ができたのは 275 語
であり、確認ができなかったのは 64 語であった。 
 『大漢和』の見出し語として立項されている 275 語のうち、194 語の出典が示され、





 『大漢和』に出典が示されているが、用例の出典が日本の文献である 8 語と、『大漢
和』に立項があるが出典が示されておらず『日国』での出典が日本の文献に典拠してい
る 77 語と、『大漢和』に立項がなく『日国』での出典が日本の文献に典拠している 46
語、合わせて 131 語が日本の文献によるものということになる。この 131 語を《大詞典》
で調査した結果、38 語が立項され、そのうち 37 語に出典が示されているが、「機長」
のみ出典が明記されていない。出典が示されている 37 語中、日本語と同じ意味で使わ
れ、中国の文献の初出が早い語は 11 例であった。中国の文献の初出は早いが、日本語
と意味が異なる語は 11 例であった。 

















語に一方が欠落しているもの─」『言語の研究』第 3 号（首都大学東京言語研究会） 
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